
Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
件 7 5 7 8 8 2 8 6 9 0 9 3

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
人／年 3 5 8 1 2 5 9 5 4 5 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 3 0 .4 3 3 .4 3 6 .4 3 6 .6 4 4 .6 5 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
学級 2 6 6 7 4 1 8 5 3 0 4 2 7 9 2 8 5

施策 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 項目】
伝統的建造物の復原等修理費への助
成件数

【 説明】
川越の町並みを 市民や来街者が歩いて体感でき る
よ う 実施し た伝統的建造物の復原等修理費助成の
累計件数

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
重要伝統的建造物群保存地区の防災
に関する 活動への参加人数

【 説明】
重要伝統的建造物群保存地区及びその付近に整備
し た防災設備を 使用し ての防災訓練等の参加人数

指標１

指標２

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

都市景観課

・ 進捗は順調です。
・ 経過目標程度の修理事業等を 計画的に実施し ていま す。
・ 令和5年度は蔵造り 町家4件の修理事業に助成を 行い、 外観の保全と 安全性の
　 向上を 図る こ と ができ ま し た。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

担当課評価

【 担当課】

文化財保護課

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度は、 保存活用計画策定に向けて検討を 行いま し た。 ま た、 史跡外の未整備
　 地に敷設する 道路用地の発掘調査を 行いま し た。
・ 令和6年度は保存活用計画の策定及び史跡外の未整備地の整備事業を 進める ため、
　 今後も 進捗率が上昇する 見込みです。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

・ 進捗は順調ですが、 令和5年度の実績値が令和4年度よ り も 減少し ている ため、 今後
　 の取組には改善が必要です。
　 （ 文化財保護課： 5学級、 博物館274学級）
【 文化財保護課】
・ 学校から の依頼が減少し たため、 教員等と 協議し 、 よ り 学習効果が高ま る よ う 工夫
　 する 必要があり ま す。
【 博物館】
・ 令和5年度は、 バス 利用によ る 博物館内授業の天候不良によ る 一部中止等によ り 、
　 令和4年度よ り も 実績値が若干減少し ま し た。 引き 続き 、 学校と 連携し 、 目標値
　 を 達成でき る よ う 努めま す。

指標４

【 項目】
郷土学習を 受けた学級数

【 説明】
文化財保護課・ 博物館職員によ る 出前授業と バス
利用によ る 博物館内授業を 受けた学級数の合計

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 担当課】
文化財保護課

博物館

指標３

【 担当課】

都市景観課

・ 進捗は順調です。
・ 昨年度同様、 開催内容を 工夫し たこ と に加え、 一番街通り のテナン ト 店舗にも お
　 知ら せを 配布する など 周知を 徹底し たこ と で、 目標値を 超える 参加があり ま し た。
・ 今後は、 テナン ト 店舗の従業員や地区のこ ど も たちの参加率を 高めら れる よ う 、
　 周知方法や訓練内容を 工夫し ていき ま す。

実　 　 績　 　 値

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
河越館跡地の史跡公園整備事業進捗
率

【 説明】
国指定史跡河越館跡の指定範囲内における 史跡公
園整備事業の進捗率

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
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総合評価

Ａ

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗は順調であり 、 評価も 良好です。
　 特に指標３ の「 河越館跡地の史跡公園整備事業進捗率」 については、 史跡外の未整
備地に敷設する 道路用地の発掘調査を 行う こ と で、 大き く 目標値に近づける こ と がで
き ま し た。 今後は保存活用計画の策定及び史跡外の未整備地の整備事業を 進め、 文化
財の保存と 活用のための取組を 継続し ま す。
　 指標４ の「 郷土学習を 受けた学級数」 については、 高い水準を 保っ てはいま すが、
昨年度よ り 実績値が減少し てし ま いま し た。 引き 続き 、 学校と 連携し 、 実績値の向上
に努めま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 伝統的建造物の復原等修理費への助成については、 昨今の資材単価の高騰も あり 、
　 財源負担の問題が大き いと 思う が、 今後も 計画的に実施し ていただき たい。
・ 山王塚古墳が国史跡に指定さ れ、 こ のよ う な史跡がある こ と は郷土学習の面でと
　 ても よ い。 ま た、 地域社会と 山王塚古墳の関係から の視点も 持っ て取り 組んでい
　 く と よ いと 考える 。
・ 川越市文化財保存活用地域計画が文化庁に認定さ れたが、 施設、 公園の整備、
　 伝統的建造物の保存や民俗芸能と いっ たこ と を 、 次世代にど のよ う につなげてい
　 く かは大き な課題である 。 今回の計画後のその先さ ら に5年、 10年も 見越し なが
　 ら 計画を 進めていただき たい。
・ 文化財の保存と 活用にあっ ても 、 行政だけでなく 地域も 一体と なっ て取り 組む必
　 要があり 、 人と 人と のつながり は今後のキーワ ード になってく る と 考える 。 次世
　 代にも 文化財の大切さ や必要性を 認識し ていただく よ う な取組を 進めていただき
　 たい。

施策 ９ 　 文化財の保存と 活用
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【 施策】 　 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 埋蔵文化財調査は、 民間の開発計画に合わせて、 効率的に調査を 実施でき る よ う 委託等の活
  用を 検討し ま す。
・ その他文化財調査は、 「 川越市文化財保存活用地域計画」 の方針に基づき 計画的な調査に
  努めま す。

細 施 策 ②無形民俗文化財の保存と 後継者の育成

施 策 の 内 容
・ 地域ぐ る みで保存継承する 体制の確立を 支援し ま す。
・ 後世に伝える ための後継者育成の取組を 積極的に支援し ま す。
・ 映像や画像によ る 記録を 行い、 保護団体によ る 文化財の伝承に活用でき る よ う 努めま す。

成 果 実 績

担当課

文化財保護課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

後継者養成事業実施団体数
（ 件）

12 12 16

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 後継者養成・ 保存事業実施団体数 16件

細 施 策 ①文化財の保存と 活用

施 策 の 内 容

・ 貴重な歴史的財産である 文化財を 後世に残し 、 伝える ために、 文化財の保存に努める と と も
　 に、 関係各課と 連携し 、 文化財の価値を 生かし た活用を 積極的に図り ま す。
・ 文化財を 次代に継承する ため、 所有者支援の在り 方について関係者と と も に検討し ま す。
・ 効率的な試掘・ 確認調査等の実施によ り 、 埋蔵文化財に関する 基礎情報の収集に努め、 工事
　 関係者と の保護調整によ り 、 埋蔵文化財の効果的な保存を 図り ま す。
・ 未指定を 含めた文化財について、 地域社会と と も にその保存・ 活用を 総合的かつ計画的に実
　 行する ため、 文化財保存活用地域計画を 策定し ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

現 状 ・ 課 題

・ 令和元年度～4年度は、 『 川越市の文化財』 発刊に向けた既存の指定文化財の確認調査が
　 多かっ たですが、 令和5年度は通常の体制に戻り ま し た。
・ 埋蔵文化財調査は、 民間の開発に伴う 試掘調査が多い状況です。

・ その他文化財調査は、 突発的な事案が多いため、 優先度を 考慮し 計画的に調査し 、 対応し て
　 いく 必要があり ま す。

(1 )文化財の保存と 活用
担当課

文化財保護課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

文化財調査件数（ 件） 48 29 22

・ 埋蔵文化財調査件数 81件（ 発掘調査件数 4件、 試掘調査件数 77件）
・ その他文化財調査件数 22件
・ 永島家住宅（ 旧武家屋敷） 見学者数 1, 811名、 教育施設等への埋蔵文化財貸出件数 5件、
　 博物館等での県指定文化財の公開件数 6件
・ 川越市文化財保存活用地域計画が文化庁よ り 認定（ R5. 12. 15）

現 状 ・ 課 題

・ コ ロ ナ禍によ り 中断し ていた民俗芸能練習等の活動が再開し 、 事業の実施団体数がコ ロ ナ禍
　 以前の数値に戻り ま し た。
・ 民俗芸能後継者養成や祭礼行事の保存、 用具の保存修理等の事業に対し 、 保護団体に補助金
　 を 交付し ま し た。 用具修理に関する 相談について、 技術的な指導・ 助言を 行いま し た。

・ 少子高齢化等の影響も あり 、 地域の伝統行事や民俗芸能の継承が課題です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 民俗芸能の後継者養成、 祭礼行事の保存、 用具の保存修理のため、 補助金に関する 情報を
　 収集する と と も に、 適切に補助金を 保護団体へ交付し ていき ま す。
・ 特に、 継承が難し く なっ ている 民俗芸能・ 祭礼行事について、 団体への聞取り 調査を 継続
　 し て実施し 、 各団体が抱える 課題を 把握する と と も に、 対応策を 検討し ていき ま す。
・ 平成29年度よ り 実施し ている 無形民俗文化財行事の映像記録保存について、 未撮影の行事を
　 優先に、 地域の方々と 協議し ながら 進めていき ま す。
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【 施策】 　 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 施策の柱】
関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標３

現状

課題

細 施 策 ④河越館跡の整備・ 活用

施 策 の 内 容
・ 郷土学習の場、 市民の憩いの場と し て河越館跡史跡公園等の整備を 継続し 、 市民や自治会等
　 の公共団体、 Ｎ Ｐ Ｏ 法人、 大学等と 協働し てその有効活用を 図り ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 保存修理事業（ 国庫補助対象） /山崎家住宅店蔵: 木工事・ 屋根工事・ 左官工事・ 塗装工事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 板金工事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  小谷野家住宅店蔵: 木工事・ 石工事・ 左官工事・ 塗装工事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  平岩・ 矢萩両家住宅主屋 : 木工事・ 瓦工事・ 左官工事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  宮岡家住宅店蔵: 左官工事
・ 地区の啓発パン フ レ ッ ト 作成/伝建地区の建造物ＭＡ Ｐ ・ 防災ガイ ド
・ 歴史的建造物の保存技術の継承策の立案に伴う ヒ アリ ン グ調査の実施
・ 防災訓練支援/川越ま つり 会館での地元主体の防災訓練の実施

担当課

文化財保護課

・ 川越市河越館跡整備検討委員会を 3回開催し 、 保存活用計画（ 素案） の内容を 審議
・ 史跡内を 南北に縦断する 市道の移設に向け、 移設先である 史跡外未整備地内道路用地の
　 発掘調査を 実施

・ 史跡の計画的な保存と 活用を 図る ために、 川越市河越館跡整備検討委員会にて保存活用計
　 画の検討を し ていま す。

・ 史跡外の未整備地の整備事業を 遅滞なく 実施する 必要があり ま す。
・ 史跡内の未整備地の整備事業を 進める ための検討を する 必要があり ま す。

・ 河越館跡の適切な保存と 活用の計画的実施のために、 保存活用計画を 策定し ま す。
・ 令和6年度は、 河越館跡史跡公園の整備に向けて、 史跡外の未整備地の整備事業を 進めま す。
・ 令和5年度に策定し た「 川越市文化財保存活用地域計画」 を 踏ま え、 中長期的なス ケジュ ール
　 も 含めて検討し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 伝統的建造物所有者の修理要望の把握及び保存対策調査を 計画的に実施し たこ と によ り 、 修
　 理件数累計が想定目標値を 上回っ ており 、 順調に進捗し ていま す。
・ 伝統工法の技術継承のために、 技術者へのヒ アリ ン グを 実施し 、 課題抽出を 行っ ていま す。

・ 地区の住民や事業者等が災害発生時に適切な活動ができ る よ う 地域主体によ る 定期的な訓
　 練の実施を 支援し 、 防災意識を 醸成する 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 保存修理事業を 計画的に実施し ていく ため、 引き 続き 伝統的建造物所有者の意向把握や保存
　 対策調査によ る 現状把握に努めま す。
・ 市が交付する 補助金の財源を 確保する ため、 文化庁等と の連絡調整に努めま す。
・ 歴史的建造物の保存技術の継承策の検討に向けて、 引き 続き 伝統工法の技術を 有する 技術者
　 や関係団体等を 対象と し たヒ アリ ン グ調査を 実施し ま す。
・ 周知方法や開催内容を 工夫し ながら 自治会等を 中心と し た防災訓練の開催を 支援し ていき ま
　 す。

(1 )文化財の保存と 活用
担当課

都市景観課
細 施 策 ③重要伝統的建造物群保存地区の保存整備事業の充実

施 策 の 内 容

・ 伝統的建造物の保存修理等を 実施し 、 あ わせて官民連携によ る 保存技術の継承や、 担い手
　 の確保と 育成等に努めま す。
・ 伝統的建造物の耐震化や自主防災体制の整備に努めま す。

その他の関連指標：指標２
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【 施策】 　 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

成 果 実 績

細 施 策 ⑤山王塚古墳の保護

施 策 の 内 容
・ 国内で最大規模の上円下方墳である 山王塚古墳について、 未来に伝える べき 貴重な文化財と
　 し て国指定史跡と する こ と を 目指し 、 関係機関と 協議を 進めていき ま す。

山王塚古墳現地説明会等参加
者数（ 名）

21 124 202

令和5 年度の
主 な 実 績

現 状 ・ 課 題

・ 令和5年3月20日、 国史跡に指定さ れま し た。 現在は川越市で保存管理を 行っ ていま す。

・ 史跡の保存活用のための取組を 計画的に行う 必要があり ま す。
・ 遺構の保存に必要な範囲のう ち、 地権者、 占有者に指定の同意を 得ら れなかっ た範囲があり
　 ま す。
・ 史跡の価値・ 重要性を 考える と 、 山王塚古墳の存在が十分に認知さ れていない状況にあり ま
　 す。
・ 現状では大半が民有地であ る ため、 今後土地の公有化が必要です。

(1 )文化財の保存と 活用
担当課

文化財保護課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

・ 山王塚古墳の整備に関する こ と を 検討する 山王塚古墳整備検討委員会条例の制定
・ 山王塚古墳調査検討委員会の廃止
・ 令和5年7月21日、 22日に現地見学会の実施

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 山王塚古墳の整備と 活用を 促進する ため、 令和6年度に整備検討委員会を 設置し 、 令和7年度
　 に保存活用計画の策定を 目指し ま す。
・ 地権者・ 占有者が利用し ている 範囲以外については、 除草等の環境整備を 実施し 、 史跡の価
　 値を 目視でき る よ う に努めま す。
・ 国指定へ同意が得ら れなかっ た地権者・ 占有者に対し 継続的に説明を 行い、 同意が得ら れる
　 よ う 努めま す。
・ 市民等に対し て、 国指定史跡の歴史的価値を 周知する ため、 今後も 公民館事業等に取り 上げ
　 ても ら う こ と で、 普及啓発に努めま す。
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【 施策】 　 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

細 施 策 ①文化財保護意識の啓発

(2 )地域の歴史や伝統文化の継承
担当課

文化財保護課

職員を 講師と し て派遣し た
件数（ 件）

11 22 25

・ 先人の営みの中で生ま れ、 大切に護り 伝えら れてき た文化財の価値と 保存の意義について、
　 わかり やすく 多く の人に伝え理解を 深めても ら う ために、 文化財保護意識の啓発に努めま
　 す。
・ 埋蔵文化財は、 日常生活では目に触れる こ と がない地下に存在する こ と から 、 その周知を 図
　 る と と も に、 市民の保護意識の醸成に努めま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 川越市の文化財等を 紹介する ホーム ページの更新
・ 公民館等への講師派遣数 25件
・ 主催講座実施
　 令和6年2月3日「 遺跡発表会」 41名参加
　 令和6年1月18日、 2月1日「 たかし な遺産めぐ り 3」 36名参加

現 状 ・ 課 題

・ 埋蔵文化財包蔵地は市内360箇所以上に点在し ており 、 所在・ 範囲を 随時更新し 、 常時窓口で
　 最新の情報を 閲覧でき る よ う に備えていま す。
・ 遺跡発表会を 通し て市内から 出土し た遺物に触れる 機会を 提供し たり 、 フ ィ ールド ワ ーク を
　 行っ たり する こ と で地域の文化財や歴史文化を 身近に感じ ても ら う など 、 主催事業の実施を
　 通し て文化財保護意識の啓発に努めていま す。

・ 民間開発に伴う 発掘調査成果は、 個人資産に関する 情報であ る ため、 公開については慎重に
　 検討する 必要があ り ま す。
・ 市内各地域に存在する 指定文化財等の歴史遺産を 啓発する ため、 公民館等と 協力し 、 市民
　 に向けた講座を 継続し て実施する こ と が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 発掘調査成果を 発信可能と 判断し た遺跡について、 遺跡発表会や見学会を 通じ て公開し ま
　 す。
・ 文化財保護意識の啓発のため、 市民向け講座を 継続し て実施し ていき ま す。

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

施 策 の 内 容

成 果 実 績
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【 施策】 　 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 施策の柱】
関連指標

指標４

現状

課題

細 施 策 ②地域の歴史・ 伝統文化の継承に向けた学びの促進

(2 )地域の歴史や伝統文化の継承
担当課

文化財保護課・ 博物館

令和5 年度の
主 な 実 績

【 文化財保護課】
・ 出前授業の実施　 5学級
【 博物館】
・ 学校利用　 178学級（ 小学校3年生: 87学級、 6年生: 91学級）
・ 出前授業の実施　 96学級
・ 野外博物館教室の実施　 13名
・ 古文書講座の実施　 延べ134名
・ 民俗芸能実演の実施　 273名
・ 博物館歴史講座の実施　 延べ303名
・ 講演会の実施　 48名

現 状 ・ 課 題

【 文化財保護課】
・ 学校から の要請で出前授業の講師と し て職員を 派遣し ていま す。 毎年継続的に「 川越ま つ
　 り 」 に関する 要望があり 、 その結果、 内容も 充実し 、 質的に向上し ている と 認識し ていま
　 す。
【 博物館】
・ 市内小学校における 3、 6年生の郷土学習と し ての博物館利用、 学校から の依頼によ る 出前授
　 業の講師と し ての職員派遣を 行っ ていま す。 ま た、 一般向けに川越の歴史・ 伝統文化に関連
　 し た講座・ 教室等を 開催し ていま す。

【 文化財保護課】
・ 対象と なる 児童・ 生徒は毎年異なり ま す。 学習効果を 高める ためには、 事前に教員等と 学習
　 の進度を 確認し 、 内容を 協議する こ と が必要です。
・ 多く の市民等に川越の歴史・ 伝統文化について、 学びの機会を 提供する に当たり 、 地域と の
　 協力体制の構築が求めら れま す。
【 博物館】
・ 博物館での郷土学習、 出前授業を 実施する 際には、 各学校における 川越の歴史・ 伝統文化の
　 学びの内容に配慮し て実施する 必要があ り ま す。
・ 一般向けの教室・ 講座等について、 継続的に実施でき る よ う 内容について精査する 必要があ
　 り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 文化財保護課】
・ 学校から の要請によ る 出前授業の講師派遣や博物館での学習機会への資料提供に努めま す。
・ 学校を 離れた地域活動に対し 、 講座等の支援や、 こ れま での調査に基づく 成果等を 通し た資
　 料の提供について検討し ま す。
【 博物館】
・ 学校と の連絡調整を 密にし 、 学校における 川越の歴史・ 伝統文化の学びの内容に配慮し た学
　 習内容の充実に努めま す。
・ 事業を 継続し て実施でき る よ う 、 実施内容を 整理し 、 館内職員が協力し て事業を 推進でき る
　 体制づく り を 図っ ていき ま す。

施 策 の 内 容

・ 児童生徒が地域の歴史・ 伝統文化への興味・ 関心を 高め、 誇り や愛着を も っ て大切に継承す
  る 心を 育むため、 出前授業及び博物館によ る 積極的な学習の機会の提供を 図り ま す。
・ 川越の歴史や文化を 守り 続けている 人々から 学び、 自分たちの住む「 ふる さ と 川越」 を 知る
  機会を 創出し 、 文化を 学び育てる 取組を 推進し ま す。
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